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１．少人数学習推進事業の概要



平成２３年度
 

少人数学習推進事業

趣旨
子どもの個性を生かし、子どもの多様性に
応える教育活動を展開する

内容 ①
 

小学校１年～３年及び中学校１年

●３０人程度学級の実施
→基本的な生活習慣・学習習慣の定着、安定した学校生活の確保

●２０人程度の学習集団による少人数指導
→基礎学力の定着・向上

②
 

小学校４年～６年及び中学校２・３年

いわゆる「小１プロブレム」「中１ギャップ」への対応など



基本構想
小学校１年

２年

３年

４年

５年

６年

中学校１年

２年

３年

３３人（中１
は３４）以上
の学級をもつ
学年に少人数
学習のための
人的配置
（県費）

○３０人程度の
学級編制

○ＴＴ等での学習
集団の少人数指導

基本教科で
２０人程度の

少人数指導が
できるように人

的配置
（指導方法
工夫改善定数）国

算
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数
理
英

Ｈ２３拡充

（Ｈ１３～）

（Ｈ１４～）

※少人数指導…
ＴＴ、習熟度別、
コース別など



１学級増とした場合、２５人以上の学級を含む１学級増とした場合、２５人以上の学級を含む
学年は１学級増学年は１学級増

３７人 ３６人

２５人 ２４人 ２４人

１学級増

７３人の学年の例
標準は２学級

①①

Ｑ  本県の少人数学級とは



②②
１学級増とした場合１学級増とした場合､､全ての学級が２４人以下全ての学級が２４人以下

 で元学級に１つでも３３人以上の学級がある場で元学級に１つでも３３人以上の学級がある場
 合（中学校は３４人）合（中学校は３４人）

３３人 ３２人

１学級増

２１人２２人 ２２人

学級増の代わりに、少人数指導ができるよう、学年に非常
 勤講師を配置（小１・２、中１）

単級でも同様に非常勤講師を配置



１．人員配置について
対象 １学級増 ２学級増 少人数指導

小学校１・２年 加配１名 加配２名 非常勤講師１名

小学校３年 加配１名 加配２名

中学校１年 非常勤講師１名 加配２名 非常勤講師１名

２．予算規模について
１１年間の累計６８．４億円の県費投入

年度 講師 非常勤講師 増加学級数 予算額（円）

２２ ４２ １００ ８２ ３億９４２８万

２３ ４０ ９５ ８６ ３億８９３０万

県の政策経費２０％減の中、小３拡充分を含め前年度と同等の額を確保

参考：１学級あたり平均児童生徒数

 
小学校２４．３人

 
中学校３０人



小学３年への３０人程度学級の拡充の理由

○平成２３年度から小学校の新学習指導要領が全面実施
 ＊特に、小学３年は高学年へ進むための基礎づくりが最も
 必要な学年

○ギャングエイジへの対応（集団規律や規範意識の醸成の
 ため配慮が必要）

○教育条件の維持・向上のため、まずは重点的に小３に拡
 充し、更なる改善を検討

なぜ小学３年か

国の小学１年の３５人以下学級実現に伴い、県費の少人数学級について、単に

 国費に付け替えるのでなく、「次の一手」として、教育条件の改善につなげる。



２．指導方法の工夫改善について



義務教育の質の保証のための客観的データを確保

県内の児童生徒の学習状況の把握・検証

各学校における教育・指導の改善・充実

少人数学習の成果や課題の把握・検証

実施時期

 
毎年１２月上旬

対 象 小学校第４・５・６学年
中学校第１・２学年

調査内容 ○ 学力調査 小学校 国語・社会・算数・理科
中学校

 
国語・社会・数学・理科・英語

○

 
学習意欲等の調査

学習状況調査事業  H14～  
（悉皆）

 
学習状況調査事業  H14～  

（悉皆）

２，３７９千円

 
（Ｈ２３）

趣
旨

児童生徒の
学力・学習意欲等
に関する調査の実施



１．秋田県総合教育センターの研究から（Ｈ１６）

少人数指導７つの課題

①意義を十分にとらえる必要
 
⑤効果的な学習集団の編成

②指導者間連携や校内体制の確立
 

⑥年間指導計画での位置付け

③効果的な教材の準備
 

⑦評価

④児童生徒や保護者への説明責任

２．研修について

年 度 講 座 名

Ｈ１４～１８ ・算数・数学におけるＴＴ指導法

Ｈ１９・２０
・楽しさと充実感のある算数的活動
・数学的な見方や考え方を育てる指導



少人数指導充実のための取組
・計画書の作成と提出
～実施体制と確立、目標設定～

・県教育委員会の加配校訪問
～実践チェック、充実のための支援～

・報告書の作成と提出
～実践の成果確認～

・「チェックポイント」の活用（右欄）

～実践の充実、研修の推進～

・実践事例集作成（Ｈ１４～１８）
～優れた実践の紹介、参考資料～

・加配措置の改善（Ｈ１７～）
～県の裁量から市町村の裁量へ～



教職員集団の共同的な研究体制

③
 

国語で、家庭学習の与え方について、校内の教職員で
 共通理解を図っている。

チームで仕事をする！

②
 

指導計画の作成にあたっては、教職員同士が協力し合っ
 ている。

Ｈ２２全国学力調査より

①
 

学校の教育目標を全教職員で共有し、取り組んでいる。

「とりくんでいる」の数値



授業における秋田県の子ども

①自分の考えを発表する機会が与えられている

②学級の友達の間で話し合う活動をよく行っている

Ｈ２２全国学力調査より

「当てはまる、どちらかといえば当てはまる」の合計



全国学力調査を活用
Ｈ２２全国学力調査より

②
 

Ｈ２１全国学力・学習状況調査の調査問題を授業の中で
 活用しましたか。

「はい」の数値

①
 

Ｈ２１全国学力・学習状況調査の自校の結果を学校全体
 で活用しましたか。

授業改善



国・県の学力調査及び高校入試を一体としてとらえた検証改善
 サイクルの確立

 
（平成２２年度）

Ｃ

Ｄ Ａ

Ｐ

ＰＤＣＡサイクルの大枠

４月、８月、12月、３月にチェック

４月・・・・７月・８月・・・１２月・・・・３月・・・・・・次年度

各学校での見届け

各校で自己採点 結果発表 学習状況調査 高校入試 各校で改善状況の把握

問題分析………求められる力、授業改善の方向を確認

各校自己採点…個別指導、授業改善

客観的分析、対策の明確化

県の課題の改善状況の把握

全国学力調査、県学習状況調査、高校入試の活用



一人一人の学力を伸ばすあきたの学校
 ～５つのエッセンス～

一
 

学校体制でＰＤＣＡサイクルの確立

二
 

全ての子どもたちが積極的に
授業に参加できる学校空間

三
 

子どもたちの思考を促し
深める授業づくり

四
 

自発的学習を生み出すきめ細かな指導

五
 

豊かな教育力を生む
学校・家庭・地域の強い連携

平成２２年３月作成

○新学習指導要領が求める思考力・判断力・表現力の育成に対応

○教職員の共同研究を重視



３．少人数学習の効果について



○全国学力・学習状況調査結果から

小学校
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

全国との差

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

中学校

0

5
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15

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

全国との差

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

Ｈ２２は中央値

Ｈ２２は中央値

○

 
全国平均との差は、

小学校で５ポイント、
中学校で４ポイント以
上、上回る（Ｈ２２）

○

 
Ｂ問題は、全国平均

を大きく上回る傾向

○

 
小・中学校ともに標

準偏差が全国平均以下

○

 
無解答率は、すべて

の問題で全国平均以下



Ｈ２２全国学テ
 

児童生徒質問紙より

①：国語の授業はよく分かりますか。

②：算・数の授業はよく分かりますか。

「当てはまる、どちらかと言えば当てはまる」の合計



学習状況の経年比較①

Ｈ１２
 

５６．２％

Ｈ１７
 

７６．８％

Ｈ２２
 

９３．７％

１００－３０×３
 

（県）

１６＋４×５
 
（県）

５０＋１５０×２
 

（国：６５．９％）

加法と乗法の混合した計算（小学校４年）

問 題

算数・数学

問 題

問 題



学習状況の経年比較②

Ｈ１２
 

３６．４％

Ｈ１７
 

４１．０％

Ｈ２１
 

４６．５％

弦の振動が図のときの
 音の大きさと高さは、ど
 のようになっていますか。

 （県）

音の大小高低と波形（中学校１年）

問 題 例

理 科



○不登校者数（小・中学校の児童生徒千人あたり）

全国で一番少ない

※Ｈ２１：本県８．５人、全国１１．５人

○暴力行為の発生件数（小・中・高校の児童生徒千人あたり）

全国で二番目に少ない

※Ｈ２１：本県０．７件、全国４．３件



少人数学級の効果

少人数指導の効果

○児童生徒が全体的に落ち着ける環境の保障

○発言の機会の保障、自己表現の場の保障

○きめ細かなノート指導・コメント等が可能

○濃厚な人間関係づくりのための環境の保障

○活躍の場の保障と自治活動の促進

○児童生徒一人一人を大切にした指導と基礎・基本の定着

○子どもが個性を発揮して学ぶ

○多様な指導形態や活動が可能

○子どものわかり方を確認して授業を展開

教
員
に
と
っ
て

 

指
導
＝
研
修

学校訪問等より



４．その他の取組について



教科指導に卓越した力を有する教諭の資質能力を複数の学校に活
 用し、学校の教育力を高める。

①  教育専門監（Ｈ１８～）

成 果

本務校

兼任校

兼任校

趣旨

本務校及び兼務校での
ティーム・ティーチングによる授業実践

教育実践の紹介

市町村各種研修会等の講師

関係教育機関の要請への対応

（県学習状況調査）

A中学校（本務校） B小学校（兼務校）
概 要

教科：国、算・数、理、英

市町

 村数
専門

 監数
本務

 校数
兼任

 校数

１４ ２５ ２５ ６１

指導方法
工夫改善
定 数

（順位）

中１
中２

小５

小６



②小学校まなび・ふれあい充実事業（Ｈ21～）②小学校まなび・ふれあい充実事業（Ｈ21～）

１

 
小学校の教科担任制のねらい

２

 
教員１名配置によるメリット

・教科指導のプロ→○得意教科を生かした指導

○子ども理解のプロ→◎複数の目による子ども理解
小学校教員

＊加配によって生み出された時間を活用して、

他の教員も得意分野を生かした教科指導を

担当する

○普通学級６～７学級の小学校へ臨時講師を１名加配

○教科担任制を生かした教育課程の編成、指導方法の工夫改善

①学習意欲の向上と学習指導の充実

→

 

児童の興味・関心の喚起

②触れ合いの確保による児童理解の充実

→児童や保護者の安心感や信頼感が増大

③教育課程の工夫による学校課題の解決

④小・中学校の円滑な接続

小規模小学校

の活性化

期待される効果

３９，０２４千円
（Ｈ２３）

成 果

（県学習状況調査）

（県単）

（順位）

小規模小学校への支援



○特別支援教育の教育専門監の配置
• 養護学校へ４名配置、県内高等学校２校へ配置

○人事交流（小・中学校⇔特別支援学校）

Ｈ１４～１８：１年間の交流→延べ１２５名（小・中・特支教諭）
Ｈ１９：２年間の交流→延べ１９名（〃）
Ｈ２０～２２：２年間の交流→延べ１０９名（〃）

○特別支援教育センターとしての学校の機能の充実
通級指導教室設置校 主に言語障害対象 主にＬＤ，ＡＤＨＤ対象

２３校 １６教室 １８教室
（Ｈ２３）

特別支援教育アドバイザー ９人

○幼児児童生徒学校生活サポート事業
Ｈ２３ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ１８ Ｈ１７ Ｈ１６

配置校数 ２５７ ２４８ ２３４ ２１１ １７２ １９３ ７９ ８１

配置人員 ５１３ ４５４ ３４６ ２８９ １８４ １９３ ７９ ８１

Ｈ１６・Ｈ１７：県単独

Ｈ１８・Ｈ１９：県半額補助

Ｈ２０年度から市町村で

③特別支援教育の取組について


	スライド番号 1
	１．少人数学習推進事業の概要　　
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	１．人員配置について
	スライド番号 8
	２．指導方法の工夫改善について
	スライド番号 10
	１．秋田県総合教育センターの研究から（Ｈ１６）
	少人数指導充実のための取組
	教職員集団の共同的な研究体制
	授業における秋田県の子ども
	全国学力調査を活用
	スライド番号 16
	一人一人の学力を伸ばすあきたの学校�～５つのエッセンス～
	３．少人数学習の効果について
	スライド番号 19
	Ｈ２２全国学テ　児童生徒質問紙より
	学習状況の経年比較①
	学習状況の経年比較②
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	４．その他の取組について
	①　教育専門監（Ｈ１８～）
	スライド番号 27
	○特別支援教育の教育専門監の配置

